
⽇本唯⼀
⽇本遺産
になった⽶

�同��くまもとごはん



農業を元気に
７年前、2017年��員を��。現在、従業員8�
で、���菊池�の⽶�を主にAmazonで、国内
やアメリカなどに�売しています。
�味しいお⽶を��代に�そのために⽇�の�晴
らしさを�界に�える。
この価��に共�してくださるパートナー�と共
に、⽇�で�⼀、⽇�����のお⽶で、⽇��
を愛する�界中の�に�動を�えたいです。

�同��くまもとごはん 代��員
�州の⼤⾃�しらき 代�
菊池川流域��保�型�業��協����
冨��三（とみおかようぞう）
2020年�立 従業員8�
主な��き先 amazon、ヨドバシ.com
��金300万円
年��３�円
������ ��、アメリカ、⾹�



提案⽬的
⽇�で�⼀、⽇���に��された⼆千年�く⽶作りの�地のお⽶に
ブランドチェンジすることで、���のこだわりの和�料理のブラン
ド価�を更に�め、他�との圧�的な�別�を�ることが⽬的です。

Beauty
背�
2024年５⽉24⽇、⽇���菊池川流域協��（構成����、�、�⼯�、
JA、��団体）のメンバーに�り、⽇���ブランドを先�的に��できる
立場になった。



⽇本遺産
⽇���とは、⽇�の�かな��や歴史、��を�徴する地域や⾵�、
技�などを���が��するものです。地域の独⾃性や�⼒が国内�に
�く配�され、����、地域��に促�する狙いでスタート
�国に１０４か�あり、その内、お⽶��はこの菊池川流域のお⽶だけ
です。

⼆千年�く⽶づくりの歴史
古代から�々と�けられてきた⼆千年の⽶づくりの�みは、江戸時代には
「�下�⼀の⽶」と呼ばれる肥�（��）⽶の中��地として発�した。
��の�供⽶（��に�げるお⽶）にはこのお⽶が⽤いられ、⼤�では千��
者や��へのお�い⽶として「肥�⽶�上」という立札をつけて�られるほど
だった。

⽇���ポータルサイト（���サイト⼀�抜粋）



江戸時代、��の�供⽶（��に
�げるお⽶）にはこのお⽶が⽤い
られ、⼤�では千��者や��へ
のお�い⽶として「肥�⽶�上」
という立札をつけて�られるほど
だった。
※⽇���ポータルサイト（��
�サイト⼀�抜粋）

⽇本遺産⽶の特徴

江戸時代、�も�く�価された�の
お⽶「��」をはじめ、現代でも�
国で���の�価を受け�ける、ヒ
ノヒカリ、くまさんの�きなど��
された品種を、⽶�味��⼠��の
もと、⽤�に�じてご提�します。



ブランド価�が向上する�体的なポイントは、
⽇�����の⽶を使⽤することで、お��に
�別な�体�を提供できる点です。

歴史と��に裏付けられた�品�な⽶は、料理
の味を⼀��き立て、他�との�別�を�りま
す。
また、地域の����を�る��が�価され、
�頼性と���が�し、リピーターや����
の�得につながります。

���のご��に�じて、お品書き等へのロゴ
掲��頼なども�ります。

ブランド価値の向上



利⽤⽅法と提案
�たちは、��に�立つ⽇���ブランドをご提�します。
⽇���モニター�����、�別に３種のブランドアイテムをご⽤�
①⽇����別仕�の⽶�、②⽇���のお⽶である�の�、③⽇���
の稲�
モニター体��、��にあったブランドサービスをご提�します。



⽇本の
素晴ら
しさ

⽇���のお⽶にブランドチェンジすることで、お��に⽇�の�晴らしい��と
��を��していただけます。⽇��⼀の希�性、���が�めた⽇�����に
裏打ちされた独⾃性の�い⽶を使⽤することで、料理�体の�が向上し、他�との
�別�が�れます。また、地域の��を�る��が�価され、�頼性と���が�
し、リピーターや����の�得につながり、ブランド価�がさらに向上します。



客単価 ブランド価�の�いお⽶を使⽤することで、料
理の価�が�まり、メニュー価�の�き上げが
可�となり、�単価の上昇が期待できます。

ブランド��を�えることで、お��の�⾜度
が向上し、リピーターの��が⾒�まれます。
これは�期的な��の���につながります。

国が�めたオンリーワンブランド活⽤で、��
ブランド価�が�まり、�頼性と���が�し
ます。さらに����の�得が促�されます。

コスト�利益

リピート
新規顧客

ブランドチェンジすることで、下�の�果が期待できます。



限定２０社
モニター特典
リスクなしで体験可能
お�しで⽇���のお⽶を使⽤することで、コストを�えつつ�品�な⽶の
�果を��できます。��前に�得できるため、��して申し�めます。

顧客の反応を確認

特別価格で提供

モニター期間中にお��からのフィードバックを��得ることができ、��
の��を基に��の����、サービスのカスタマイズができます。

モニター制度に��することで、�別価�で⽇���のお⽶を�せます。
コストを�えながら�ブランドのお⽶を��するチャンスとなります。



⽇�����の⼆千年�く⽶作りの�地からのお
⽶を使⽤することで、和�のブランド価�が⼤幅
に向上する。そのお⼿�いで�⼒で⾏います。

�品�な⽶は料理の味を⼀��き立て、他�との
�別�を�り、�頼性と���を�めます。これ
により、�単価の上昇やリピーターの��が期待
でき、��の向上に��します。
��かつ柔�な供�体制で、常に��の⽶を提供
できます。
まずは、モニター制度をご活⽤ください。

「⽇�の�晴らしさをお��に�けたい」という
思いを共有し、⼀�にその価�を�めていきまし
ょう。

最後に



お問合せ先
�同��くまもとごはん
☎       0968-41-5028
�帯    090-4585-4904
メール shiraki07@gmail.com

お気軽にお問い�わせください。担当者が丁寧に��いたします。��な
情�やサンプルのご提供も可�です。お電�またはメールでお待ちしてお
ります。


